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水素分子は金属表面で解離・吸収され、金属格子間が水素原子で一部占有された水素化物を形成する。鉄への水素溶解度

は低水素圧下では極めて小さいが数万気圧の高水素圧下では大きく増加して高水素組成（x ≃ 1）の水素化物が形成される。

水素化の母体金属への影響は、金属格子の 10 パーセントを超える膨張（負の圧力効果）と伝導帯からの電子の受容である。

Fe-H システムの状態図は 300 ‐ 2000 K、0 ‐ 20 GPa の温度、圧力領域で詳しく調べられており、低圧相の bcc-FeHx（ｘ ＜ 

0.05）、高圧相の dhcp-FeHｘ(ｘ ≃ 1)、高温相の fcc-FeHx(x = 0 - 1)の金属格子構造が異なる三つの相が平衡状態として存在

することが知られている。 

 Fe-H 状態図上で出現する興味深い状態は、①強磁性の dhcp 相、②全率固溶体の fcc 相、③bcc、fcc 相に出現する超多

量空孔状態、⑤500 K を超える融点降下と融点極小、などである。これらの状態を理解するためには、金属格子構造に加えて

水素組成、水素原子のサイト占有率、磁気構造（モーメントの大きさと方向）を知ることが必要不可欠である。しかしながら、こ

れらの鉄水素化物は高水素圧下でのみ安定であり、常圧で回収することは困難である。これまで放射光 X 線回折、メスバウ

アー分光、磁気二色性分光などによって結晶構造、電子・磁気構造が調べられて来たが、水素に関する情報が全く欠落した

まま現在に至っている。 

 J-PARC、MLF に超高圧中性子回折装置 PLANET が建設・整備されたのを契機に、我々は SPring-8 で蓄積してきた高温高

圧 X 線回折技術を PLANET に移転して、上述の多彩な状態を重水素化物の中性子回折実験によってその場観察することを

目指した一連の実験を進めている。講演では研究全体の概要、中性子回折用に開発された重水素化セルなどの技術開発と

昨年 5 月に実施した第１回 PLANET 実験の結果を報告する。 
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